
区
分

モニタリング項目

※①～④は７日間移動平均で算出

現在の数値
(11月16日公表時点)

項目ごとの分析

感染状況・医療提供体制の分析（令和4年11月16日時点）

②#7119（東京消防庁救急相談センター）※2

における発熱等相談件数
87.4件

④救急医療の東京ルール※3の
適用件数

123.9件

①新規陽性者数※1

（うち65歳以上）

8,019.7人
（ 786.6人）

⑤入院患者数
（病床数）

⑥重症患者数
人工呼吸器管理（ECMO含む）が必要な患者
（病床数）

感
染
状
況

医
療
提
供
体
制

前回との
比較

前回の数値
（11月9日公表時点）

22人
（238床）

2,471人
（4,417床）

31.1%
（14,055人）

新規陽性者数の7日間平均は、3週間
連続して増加し、感染が再拡大して
いる。今週も施設内感染の発生が報
告されており、基本的な感染防止対
策を継続するとともに、ワクチン接
種を促進する必要がある。

257.9件
(2022/7/25)

309.7件
(2022/7/24)

52.2％
(2022/8/7)

32,099.9人
(2022/8/3)

4,459人
(2022/8/20)

297人
(2021/8/28)

これまでの
最大値

※1 医療機関及び東京都陽性者登録センターから報告のあった新規陽性者数の合計を計上（都内の空港・海港検疫にて陽性が確認され、都に報告された分を除く）
※2 「#7119」…急病やけがの際に、緊急受診の必要性や診察可能な医療機関をアドバイスする電話相談窓口
※3 「救急医療の東京ルール」…救急隊による5医療機関への受入要請又は選定開始から20分以上経過しても搬送先が決定しない事案

③検査の陽性率（PCR・抗原）

（検査人数）

【参考】VRSデータによる
都民年代別ワクチン接種状況
（令和4年11月15日現在）

3回目

65.2％

都内全人口

総括
コメント

【令和4年11月17日モニタリング会議】

感染が拡大している

ｵﾐｸﾛﾝ株対応

12.7％

2回目

80.7％

12歳以上 高齢者(65歳以上)

3回目

71.5％

ｵﾐｸﾛﾝ株対応

14.0％

2回目

87.5％

3回目

89.8％

4回目

79.2％

2回目

93.1％

ｵﾐｸﾛﾝ株対応

17.0％

85.3件

113.3件

29.1%
（12,125人）

6,452.3人
（553.0人）

2,036人
（4,222床）

18人
（230床）

入院患者数は4週間連続して増加し、
重症患者数も前回と比べ増加してい
る。通常医療とのバランスを保ちな
がら、入院治療が必要な患者が入院
できる体制を強化する必要がある。

総括
コメント

体制強化の準備が必要な状
況である

個別のコメントは別紙参照

個別のコメントは別紙参照
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外来医療体制整備計画 今冬のピーク時における患者数の想定

患者数ピーク時
（想定）

9.3万人/日

【新型コロナ】５万人/日

【ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ】4.3万人/日

発熱外来等を受診

コロナとインフルの同時流行も念頭において、過去最大規模の患者数を想定

※発熱外来等を受診し、コロナ陽性と診断された患者のうち、

3.2～1.6万人/日が陽性者登録センターに登録

症状が重いなど受診
を希望する場合

4.5～0万人/日

※端数処理の影響で内訳の計が一致しない場合がある

重症化リスクの高い方

3.5万人/日
高齢者 0.9万人
基礎疾患を有する方、妊婦 0.3万人
小学生以下 2.3万人

重症化リスクの低い方

5.8万人/日

中学生～64歳で基礎疾患のない方

※中学生～64歳で自己検査をする方の割合（ 20％ ～ 95％ ）

陽性者登録センター
に登録

コロナ検査キット陽性

0.5～2.5万人/日

発熱外来等を受診
（コロナ非対応の医療機関、
オンライン診療でも対応）

（インフルエンザの可能性あり）
自宅で療養

コロナ検査キット陰性

0.7～3.2万人/日

最大8.7万人/日

最大4.1万人/日
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平日 土 日・祝

発熱外来等の診療可能人数 10.2 ➡ 12.7万人/日 5.7 ➡ 7.8万人/日 1.7 ➡ 3.1万人/日

✔ 発熱外来等を受診する可能性のある方 最大8.7万人/日に対して、診療可能人数 12.7万人/日を確保

外来医療体制整備計画 発熱外来等の体制

+2.5万 +2.1万 +1.4万

毎日

陽性者登録センターの登録対応能力 0.8 ➡ 4.1万人/日

✔ 陽性者登録センターの登録見込数 最大4.1万人/日に対して、登録対応能力 4.1万人/日を確保

+3.3万

※自己検査で新型コロナ陰性が判明した方は、コロナ非対応の医療機関も対応

・診療・検査医療機関を更に拡大（約4,800機関、診療時間の延長等）

・ 診療・検査医療機関以外の小児科における発熱診療体制を強化（約1,100機関）

・都立病院における発熱外来を強化、地区医師会等の地域外来・検査センターの体制を拡充

・都臨時オンライン発熱診療センターの設置

・ 発熱相談センター： 700回線→最大1000回線に増強 (12/1～)、「小児救急相談（#8000）」を拡充
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ワクチンの早期接種を攻

自分自身で感染防止対策

コロナ･インフル同時流行に備え

守

備

ワクチン接種と感染対策で、

アクティブな冬を！
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・ オミクロン株対応ワクチンは、従来型ワクチンを上回る効果が
期待される

・ １､２回目の接種を受けた12歳以上の方は､最終接種から3か月
以上経過していれば接種可能

・ オミクロン株対応ワクチンは一人１回接種可能

ワクチンの早期接種を

ワクチン接種と感染対策で、アクティブな冬を！

攻

接種会場情報
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会場名

使用ワクチン

最大接種規模 備 考
ファイザー モデルナ ノババックス

従来株対応
1・2回目

オミクロン株

(BA.1)対応

3～5回目

オミクロン株

(BA.4-5)対応

3～5回目

従来株対応
1・2回目

オミクロン株

（BA.1)対応

3～5回目

1～5回目

都庁北展望室 ● ◎ ● ◎ ● 1,500 回/日

予約なし接種を実施

団体接種に対応行幸地下 ◎ ◎ ◎ 4,000 回/日

立川南 ● ◎ ◎ 1,500 回/日
ドライブスルー接種を実施

三楽病院 ● ◎ ◎ 800 回/日
【※1】乳幼児・小児の接種も実施

（親子接種に対応）

合 計 7,800 回/日

都・大規模接種会場

【※1】

➢行幸地下会場及び立川南会場は65歳以上の都民の方等を対象にインフルエンザワクチンとの同時接種に対応（木・金曜日）
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『新型コロナワクチン接種キャンペーン 2022秋冬』の取組

区市町村や関係機関と連携した取組

■ 区市と連携し、駅近に予約なしで接種できる臨時接種会場を設置

■ 新宿駅西口広場及び新宿副都心4号街路地下歩道において音声放送による接種を呼びかけ

広報媒体等の活用による普及啓発

■ 業界団体と連携した、飲食店や駅ビル等での接種の呼びかけ

■ ワイドコラボ協定企業による社員や来客者に対するワクチン接種の呼びかけ

社会経済との両立に向けた取組

【錦糸町駅】 丸井錦糸町店6階
11/25(金)、11/26(土)、12/16(金)、12/17(土)

【国立駅】 国立駅前くにたち・こくぶんじ市民プラザ
11/23(水・祝)、12/23(金)

【金町駅】 葛飾区立中央図書館
12/2(金)

【南大沢駅】 イトーヨーカドー南大沢店2階
12/11(日)

■ 高齢者施設等にワクチンバスを重点的に派遣
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ワクチン接種と感染対策で、アクティブな冬を！

自分自身で感染防止対策守
・ 冬でも窓開けや換気扇で換気を徹底

・ 特に、混雑した場所や会話をする際はマスクを着用

・ 体調に異変がある場合は、外出、出勤、登校等を控えて

・ 屋内外ともに混雑している場所や時間はできるだけ避けて行動

・ 会食は感染防止対策を徹底している認証店を選んで

・ 高齢者等との面会の際は、感染防止対策の徹底を

・ 学校行事等でも、基本的感染防止対策を再確認
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ワクチン接種と感染対策で、アクティブな冬を！

コロナ・インフルエンザ同時流行に備えて

・ 熱が出たときのために備蓄を
（コロナ検査キットや解熱鎮痛薬、１週間分の食料品・生活必需品など）

・ 重症化リスクに応じた受診方法などの確認を

備

食料品の例

市販の新型コロナ抗原検査キット

 市販の解熱鎮痛薬

 体温計

 生活必需品

医薬品等の例

 水分補給ができるもの

 体調がすぐれない時でも

食べやすいもの

 調理せずに簡単に食べられるもの
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この冬、発熱などの症状が出たら・・・

☞ご自身で新型コロナの抗原検査キット
で検査

「体外診断用医薬品」または「第１類医薬品」
と表示のあるものを予め購入しておきましょう。

重症化リスクの高い方*、小学生以下の子供
（＊高齢者、基礎疾患がある方、妊婦 など）

重症化リスクの低い方
（左記以外の方）

☞発熱外来（診療・検査医療機関）
を受診

かかりつけ医がいる場合は、
まずはかかりつけ医にご相談ください。

診療・検査医療機関
マップ・一覧

受診を迷った場合は、東京都発熱相談センターや、

＃7119（救急相談センター）、＃8000（小児救急相談）などを利用

検査キットで陽性となったら、

東京都陽性者登録センターへ登録
東京都陽性者
登録センター
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ワクチンの早期接種を攻

自分自身で感染防止対策

コロナ･インフル同時流行に備え

守

備

ワクチン接種と感染対策で、

アクティブな冬を！


